【型枠工事業】
	職種：施工技能　　職務：施工技能

【概要】

・型枠工事について、場内・場外の加工場における型枠材料の事前加工に関わる作業、施工過程の搬入作業・型枠組立作業、解体・搬出作業などを工程に従って、作業手順に則り要求された品質で、安全に実施する仕事。

【仕事の内容】

・建造物の構造を理解し、型枠作業方法・型枠材料等の実務知識と経験を活かし、建造物の基礎・柱・梁・壁・床板・開口部・階段等の部位を躯体図等による顧客要求事項どおりに構築するための作業遂行が仕事の内容である。

・具体的には、場内・場外加工場での加工作業や現場への搬入・搬出作業、現場内での加工・組み立て・解体作業を行う。

【求められる知識・経験】

（１）型枠の施工技能の仕事を行う作業者は、作業打ち合わせや現場のルールに則り、作業内容を確実に安全に遂行する能力が必要である。

（２）初級技能者（レベル１）では、現場管理職（職長）及び先輩作業者から型枠施工の基本を指導され、実作業においては、あいばん（ペアリング）作業をしながら技能を身につけるために、学ぶ姿勢が大切である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）一人前の技能者（レベル２）になると、打ち合わせ内容を任されて一定以上の出来高を作業遂行する知識と能力が必要である。また、リーダーシップを発揮する職長候補として、「サブ」的立場の存在も必要とされている。

（４）さらに高度技能を駆使して複雑な型枠施工を任されるようになると、職長を実作業において支援していく能力が求められる。この高度技能者（レベル３）は、作業班のリーダーとしての指導力や統率力は問われないものの、納まり対策や作業の不具合に対しては作業ポイントを指摘したり、助言できる十分な経験と知識が求められている。施工技能の目安としての型枠技能士資格取得、一定の型枠施工技能実務経験年数が要求されている。

【関連する資格・検定等】
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【平成11年度改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　　７６　  建設駆体工事作業者　   

７６１ 　 型枠大工


